
人権学習展開例〔第６学年〕

１ 主 題 人間の尊厳

２ 教材名

2１ さわったってAIDSにうつらないよ

３ 主題・教材について

私たちの身の周りにはＨＩＶや肝炎等、様々な感染症にかかり、その治療を続けながら
生活をしている人がいる。その人たちは、病気に対する苦しみだけでなく、感染症に対す

る偏見や差別にも苦しめられている。この問題の解決には、感染症に対する正しい知識を

身につけることとともに、病気の有無にかかわらず人間の尊厳を尊重し、自他共に価値あ
る存在として認め合える人権感覚の育成が求められる。

この教材では、人間として当たり前の生活を送りたいというジョナサンの思いや願いを

読むことから、感染症にかかった人の思いや願いを知り、人が当たり前に生きたいという
思いには軽重がないとする感覚を養いたい。さらには、感染症にかかった人をはじめ社会

的に弱い立場にある人の願いに寄り添って生きる態度の育成につなげたい。

（関連教科・領域：国語、体育[保健]）

４ ねらい ・人間の尊厳は全ての人にとって等しいものとする認識や、自他共に価値ある存在として認

め合える感覚と態度を身につける。

５ 指導計画 第１次 感染症（ＨＩＶ）にかかった人の思いや願いから、人が人として当たり前に生き

たいと思うことは、全ての人にとって共通のものであることを認識する。
第２次 社会的に弱い立場にある人の思いに寄り添って生きるために自分ができることを

考えて話し合う。

６ 展開例

第１次
○ねらい ジョナサンの思いや願いを読み取り、それが人として当たり前のもの（人権）であることを

認識する。

過程 主な学習活動 指導上の留意点 備考
・ＡＩＤＳについて知っていることを出し ・誤った知識に基づく意見が出た場合

導 合う。 は、以後の展開の中で正しく認識さ

入 せる。

・本文の最初から「～味方になってくれる

しさ。」までを読む。

・学校へ行けないジョナサンの気持ちを読 ・ジョナサンの願い（友だちがほしい、
み取り、発表する。 学校に行きたい）に気づかせたい。

展 ・自分たちの願いと変わらないもので

あることに気づかせたい。

・ジョナサンが学校に行けなかった理由を ・エイズに対する不確かな知識や無理
読み取り、発表する。 解がジョナサンの願いを遮っていた

開 ことに気づかせたい。

・「学校に行く（教育を受ける）権利」に ・「２８ 子どもの権利条約」（92～ 「子どもの権
ついて知る。 93ページ）を使ってもよい。 利条約」第28

・「人として成長したい」「人間らし 条

く生きたい」と願うことを「人権」
として認識させたい。

ジョナサンの願いを知ろう。

ジョナサンの願いを遮るものについて考えよう。



ま ・「感染症の予防及び感染症の患者に対す ・人権を尊重することは法律によって 資料

と る医療に関する法律」を読み、感染病に も定められていることを押さえる。
め かかった人を差別することは誤りである

として確認する。

第２次

○ねらい 感染症にかかった人と共に暮らす上で必要なことを考える。

過程 主な学習活動 指導上の留意点 備考
導 ・前時の学習をふり返る。 ・ジョナサンの願いは人として当たり

入 前のものであることを押さえる。

・自分が病気にかかった時のことを思い出 ・多様な意見を尊重する。 ワークシート
しながらワークシートに記入する。

・ワークシートに書いたことをもとに、グ ・病気にかかっているからこそ、人に

ループで話し合う。 支えられたいという気持ちが強くな
・感染症にかかった人が「して（言って） ることに気づかせたい。

ほしいこと」「して（言って）ほしくな

展 いこと」を整理して発表する。

・本文「ママは、いろんな集会に～」から
最後までを読む。

・ママやジョナサンがしたことを整理す ・ジョナサンの願いを遮るエイズに対

る。 する不確かな知識や無理解をなくそ
開 うとしたことを押さえる。

・感染症に対する正しい知識をもつこ

とと同時に、感染症にかかった人の
思いに寄り添うことが大切であるこ

とに気づかせたい。

・感染症にかかった人と共に生きるために

必要なことについて話し合う。
ま ・学習の中で気づいたことをふり返る。

と

め
【教材の出典】 『僕はジョナサン････エイズなの』（大月書店）

【関連資料】 「ＨＩＶ／ＡＩＤＳボランティアのマナー〈１〉〈２〉」

（解放出版社『ＡＩＤＳをどう教えるか』）
【資料】

病気にかかると、どんな気持ちになるだろうか。

ジョナサンは、どのようにして学校に行けるようになったのだろう。

感染症にかかった人と共に生きることについて考えよう。

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成十年十月二日法律第百十四号）

人類は、これまで、疾病、とりわけ感染症により、多大の苦難を経験してきた。ペスト、痘そう、コ
レラ等の感染症の流行は、時には文明を存亡の危機に追いやり、感染症を根絶することは、正に人類の
悲願と言えるものである。
医学医療の進歩や衛生水準の著しい向上により、多くの感染症が克服されてきたが、新たな感染症の

出現や既知の感染症の再興により、また、国際交流の進展等に伴い、感染症は、新たな形で、今なお人
類に脅威を与えている。
一方、我が国においては、過去にハンセン病、後天性免疫不全症候群等の感染症の患者等に対するい

われのない差別や偏見が存在したという事実を重く受け止め、これを教訓として今後に生かすことが必
要である。
このような感染症をめぐる状況の変化や感染症の患者等が置かれてきた状況を踏まえ、感染症の患者

等の人権を尊重しつつ、これらの者に対する良質かつ適切な医療の提供を確保し、感染症に迅速かつ適
確に対応することが求められている。
ここに、このような視点に立って、これまでの感染症の予防に関する施策を抜本的に見直し、感染症

の予防及び感染症の患者に対する医療に関する総合的な施策の推進を図るため、この法律を制定する。
注：下線は原文にはありません。



【ワークシート】

朝、起きてみると、なんだか体が重い感じがします。
とりあえず、朝ご飯を食べて学校に来ましたが、少し寒気がします。
そう言えばせきも出るし、なんとなくひじやひざが痛いような気がします。
そんなあなたの近くに友だちがやってきました
さて、あなたは･･･？

名前（ ）
どんな言葉をかけてほしいですか。

かけてほしくない言葉は何ですか。

どんなことをしてほしいですか。

してほしくないことは何ですか。


